
新

座、健康おすそわけツ

規

実施－須坂エクササイ

完

ズ出前講座、健康おす

了

そわけツ

アー　健康ス

事

ムージーの普及など ア

業

ー、健康応援教室、健

ゼ

康スムージーの普及　

ロ

など

平成31年度　予

予

定 令和 2年度　予定

算

健康まつりの開催、食

事

育事業の実施 健康まつ

業

りの開催

健康長寿発信

担

都市「須坂JAPAN

当

」創生プロジェクトの

者

実施ー須坂エクササイ

全

ズ出前講座、健康おす

体

そわけツ

アー、健康応

計

援教室、健康メニュー

画

の普及、健康スム

ージ

経

ーの普及　など

費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成27年度　実績 平成28年度　実績

平成29年度　実績 平成30年度　実績

平成31年度　予定 令和 2年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成３１年度　行政評価事業別シート

実計対象 ■ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 荻原幹子

全体計画 経費区分 実施計画事業費 内線 3354

事務事業名 4112 健康増進事業

所　　属 100600 健康福祉部・健康づくり課

施　　策 01010100 健康づくりの充実

会計 01 一般会計
予算

科目 040103 衛生費・保健衛生費・健康づくり推進費
科目

事業 020000 健康増進事業

事業目的 事業概要・効果 

健康づくりの指標となる「第2次須坂市健康づくり計 「生涯健康都市すざか」を目指し、市民１人ひとりが

画」に基づき、保健指導、健康講座などを行い、生涯 「自分の健康は、自分でつくり守る」ために健康増進

を通じて生活習慣病予防を主体的に実践する市民を増 に関わる事業を実施する。健康に対する意識を持ち実

やす。 践する市民を増や

内

すことで、生涯にわた

部

り健康で暮ら

せる須坂

評

市を目指す。

ＰＬＡＮ

価

－ＤＯ

年度実績及び予

【

定

平成27年度　実績

二

平成28年度　実績

全

次

地域公民館とおでかけ

】

健康教室、健康まつり

1

の開催 全地域公民館と

頁

おでかけ健康教室、健

平

康まつりの開催

、食育

成

事業の実施　 、食育事

３

業の実施

健康長寿発信

１

都市「須坂JAPAN

年

」創生プロジェクトの

度

健康長寿発信都市「須

　

坂JAPAN」創生プ

行

ロジェクトの

実施－須

政

坂エクササイズ出前講

評

座、健康おすそわけツ

価

実施－須坂エクササイ

事

ズ出前講座、健康おす

業

そわけツ

アー　など ア

別

ー　など

平成29年度

シ

　実績 平成30年度　

ー

実績

健康まつりの開催

ト

、食育事業の実施 健康

実

まつりの開催、食育事

計

業の実施

健康長寿発信

対

都市「須坂JAPAN

象

」創生プロジェクトの

評

健康長寿発信都市「須

価

坂JAPAN」創生プ

対

ロジェクトの

実施－須

象

坂エクササイズ出前講



費 （単位：千円）

平成30年度 平成31年度

決　　　算 予　　　算

事業費 24,437 23,893

国庫支出金 4,161 2,825

特 定 都道府県支出金 222 298

財 源 地方債 0 0

その他 143 2,214

一般財源 19,911 18,556

正規職員 2.2 1.7
人員数

嘱託職員 2.2 2.3
（人）

臨時職員 0.0 0.6

正規職員 15,730.0 12,155.0

人　員 嘱託職員 6,325.0 6,612.5

コスト 臨時職員 0.0 747.0

計 22,055.0 19,514.5

市民一人当たりの経費 0.9 0.8

総額 46

内

,492.0 43,4

部

07.5

（単位：千円

評

）

平成30年度決算　

価

事業費の内訳

主な節 金

【

額 内容

健康教室講師謝

二

礼476
8節  報償

次

費 497
 

健康教室、

】

食育事業事務用品1,

2

401
11節 需用費

頁

2,297
健康カレン

指

ダー、ウオーキングマ

 

ップ印刷製本費896

標

尿中塩分測定検査35

 

13節 委託費 35

1

名

5節 工事請負費 0

健

算

康まつり実行委員会負

　

担金419
19節 負

　

担金補助及び交付金 9

式

,501
研修会負担金

単

32、信州須坂健康ス

位

ムージー推進協議会負

年

担金9,050

嘱託職

　

員報酬5,016 共

　

済費767
その他 12

度

,107
臨時職員賃金

平

 2,782 旅費1

成

86 役務費434 

2

バス借上料 305

8年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成30年度 平成31年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成30年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 「体重計にのろう」実践の表彰

算　　式 累計表彰者数　 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標 358 439 430 466 500
目 標 値

実 績 368 382 396

指標選定 生活習慣病予防を主体的に継続的に実践している指標として設定

の 理 由

最終年度 26年度の実績を基に算出（年間36人表彰）

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位 人

年　　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和 2年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業



委

か 高い

・法的な根拠や

託

公的関与の妥当性はあ

費

るか

・目的は結果（施

1

策の目指す理想）に結

5

びついているか

第２次

節

健康づくり計画、第３

 

期須坂市食育推進基本

工

計画に基づき、生涯を

事

通じて生活習慣病予防

請

を主体的に取

り組める

負

よう事業を実施してい

費

る。
評   価

市民一

1

人ひとりが「自分の健

9

康は自分でつくり守る

節

」ための、健康増進実

 

施は必要な事業である

負

。
コメント

・事業の成

担

果は上がっているか

・

金

目標に対する達成度は

補

十分か

有 効 性 ・市

助

民生活上の課題解決に

及

貢献しているか 有効

・

び

行政内部の管理上の課

交

題解決に貢献している

付

か

・事業の目的が達成

金

できるような事業内容

そ

になっているか

子ども

の

の頃からの健康習慣は

他

大切であり、食育、歯

Ｃ

の健康等保育園や小中

Ｈ

学校と連携し効果的に

Ｅ

実施している

。子ども

Ｃ

の「毎朝朝食を食べる

Ｋ

割合」は改善が見られ

個

ている。
評   価

コ

別

メント

・成果を落とさ

評

ずにコストを削減する

価

方法はあるか

効 率 

項

性 ・効率性向上に努め

目

ているか 変わらない

・

評

使用料などの受益者負

価

担や補助対象事業の範

観

囲など、財源確保の余

点

地はないか

ボランティ

評

アの育成、支援を行い

価

、地域の方々の力を生

内

かしながら事業を実施

容

している。

評   価

・

コメント

振り返り（決

市

算年度の取組み課題）

民

子どもの頃からの生活

の

習慣病予防への取組み

生

や、前年より多くの町

命

でウォーキング教室を

・

開催してもらうことが

財

できた。

市民一人ひと

産

りが「自分の健康は自

を

分でつくり守る」ため

守

の取組み支援や、子ど

る

もの頃からの生活習慣

た

病予防を継続して

進め

め

、フレイル予防も含め

市

た若い世代からの健康

が

づくりと、介護予防と

実

一体的な保健事業の検

施

討が課題である

信州須

す

坂健康スムージー推進

る

協議会による健康スム

こ

ージの普及に取組、野

と

菜果物の摂取や飲食店

が

での販売を進めること

必

が

できた。

要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成31

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

健康教室講師謝礼18

平

5、創生プロジェクト

成

セミナー等講師謝礼2

3

76、健康づ
8節  

1

報償費 954
くり講座

年

謝礼30 歯・食育事

度

業講師謝礼434、食

当

育関係29

健康教室・

初

食育事業事務用品1,

予

345、健康講座チラ

算

シ・健康カレンダー・

　

11節 需用費 2,1

事

66
ウオーキングマッ

業

プ印刷製本費800、

費

食糧費5、燃料費16

の

尿中塩分測定検査83

内

、歩行姿勢測定システ

訳

ム保守・カラープリン

主

ター保守
13節 委託

な

費 123
40

15節 

節

工事請負費 0

健康まつ

金

り実行委員会負担金6

額

00
19節 負担金補

内

助及び交付金 6,29

容

0
研修会負担金40、

8

信州須坂健康スムージ

節

ー推進協議会負担金5

 

,650

嘱託職員報酬

 

8,160 共済費1

報

,260 臨時職員賃

償

金3,300　旅費2

費

95 役務費631
そ

1

の他 14,360
  

1

使用料229

ＣＨＥＣ

節

Ｋ

個別評価

項目 評価観

 

点 評価内容

・市民の生

需

命・財産を守るため市

用

が実施することが必要

費

不可欠な事業であるか

1

・行政内部の管理運営

3

上必要な事業であるか

節

必 要 性 ・市が主体

 

となり実施すべき事業



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 簡易な改善（拡大） 次年度以降の方向性 簡易な改善（拡大）

総合評価コメント ２次評価コメント

健康スムージの普及や健康発信都市「須坂JAPAN」創 「須坂ＪＡＰＡＮ 創生プロジェクト」は

内

、実績によ

生プロジェ

部

クトについて実績に基

評

づき見直しが必要 る精

価

査と見直しが費用だが

【

、食育の推進、生活習

二

慣病

若いころから健康

次

増進に取組むとができ

】

る環境づくり の予防に

4

係る事業については、

頁

むしろ福祉施策との連

Ａ

が必要 携も検討しなが

Ｃ

ら継続が必要

外部評価

Ｔ

次年度以降の方向性

外

Ｉ

部評価コメント

ＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


